
  

 か：活気にあふれ 

 さ：さわやかで 

 ま：まとまりのある学校  

 

 

 

「思春期における心とからだ」 
 

「命の大切さを学ぶ教室」 
～ 夏休み前第 2弾「SNS 講演会」～ 

 

第１回学校保健安全委員会を開催 

 第１回の学校保健安全委員会が開かれ、今年度の

定期健康診断結果や体力テストの結果などの報告が

行われました。その後、学校歯科医の 

石本先生から「8020 ～未来の自分の 

ためにできること～」と題した講演を 

いただきました。 

 ペットボトルキャップ回収 

 「世界の子供たちの小さな命を救うために」のキャッチ

フレーズのもと、ペットボトルキャップの回収を進めて

まいりました。（キャップ約 2kg でポリオワクチン 1 人分） 

 夏休み前までの目標として 10,000 個を掲げておりま

したが、各ご家庭のご協力のおかげで目標を上回る数の

キャップが集まりました。 ※7/16現在：13,095個 

 引き続き 9月も回収を行いますので、 

夏休み中のキャップを集めておいていた 

だき、9月になりましたらご協力をお願 

いします。 

 

 

水戸地区大会進出 

英語プレゼンテーションフォーラム笠間市大会 

グローバルな視野をもち、英語で自分の意見を発信

したり、他者と協働しながら課題を解決したりできる

人材の育成を目的に開催されているものです。 

笠間中からは、3年 大島さん 谷内山さん 2年      

関さん、小林さんが参加しました。ボードゲームをモ

チーフに（創作部に制作依頼）

茨城や笠間について紹介す

るなどアイデアを生かした

発表になりました。 

            8/1 の水戸地区大会での活

躍が期待されます。 

「平和の読み聞かせ」by オリーブ協会 

オリーブ協会の方にお越しいただ 

いて 1年生を対象に読み聞かせ会を 

開催しました。 

紙芝居「高橋久子物語（広島原爆 

被爆体験）」の後、特攻隊員の遺書 

（筑波海軍航空隊記念館蔵）の読み 

聞かせをしていただきました。 

 戦後 80年目を迎え、戦争体験者 

の方から直接話を伺える機会が少な 

くなっているのが現状です。 

 どうぞ夏休み中の自主学習として、筑波海軍航空隊記

念館（笠間市平町）を訪れてみてはいかがでしょうか。 

記念館だけでなく、地下戦闘指揮所や映画でも使用され

た零戦の原寸大レプリカも展示されています。 

        学 校 だ よ り  自ら学ぶ心を 
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～ 夏休み前第 1弾「性教育講演会」～ 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

青少年教育研究会代表の市村 様を講師に迎え、思 

春期における心身の性的成熟等について講演をいた

だきました。生命の尊さを理解し、心身の問題等を客

観的にみつめることで、自他を尊重した行動選択がで 

きるようにすることをねらいとしており、内容項目として「思春期のからだと心」「生命の尊さ」 

「男女交際、性に関するトラブル防止」「性感染症」等についての講演でした。 

講演会の後、「いのちの安全教育」と題してグループワークを行いました。ご家庭で話題に 

するのは抵抗があるかもしれませんが、機会を見つけて、お話していただければと思います。 

夏季休業中における生活の変化、身の回りに 

存在する様々な危険から身を守る行動がとれる 

かどうかが求められます。 

講師に、茨城県警察本部警務部警務課犯罪被 

害者支援室 近藤 様を迎え、「犯罪被害者等に対する理解」「交通死亡事故を題材とした、命の大切さに関す

る内容（遺族の手記、DVD視聴）」「いじめ防止、SNSの安全利用」等についてお話していただきました。 


